
      
 

新
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歓
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校
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柳 

歓
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【
生
徒
会
役
員
選
挙
】 

 

立
候
補
者
の
演
説
を
聞
き
、
熱
意
を
感
じ
取
っ
て 

 

投
票
を
し
ま
す
。
学
校
生
活
を
支
え
、
リ
ー
ド
す
る 

 

生
徒
会
の
代
表
を
決
め
る
た
め
、
真
剣
に
行
い
ま
す
。 

 

【
生
徒
総
会
】 

学
校
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、 

各
委
員
会
の
役
割
、
目
標
、
活
動
内
容
に
つ
い
て 

出
た
意
見
に
答
え
、
生
徒
全
員
で
、
学
校
の
こ
と 

を
考
え
ま
す
。 
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四
月
十
日
（
月
）、
新
入
生
歓
迎
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

雪
谷
中
学
校
で
は
こ
の
行
事
を
大
変
大
切
に
し
て
お
り
、

昨
年
度
か
ら
、
体
育
館
で
の
全
校
生
徒
対
面
形
式
に
よ
る

実
施
を
再
開
し
て
い
ま
す
。 

新
入
生
歓
迎
会
は
、
生
徒
会
役
員
が
企
画
運
営
を
行
い

ま
す
。
入
学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
に
、
二
、
三
年
生
が

先
輩
と
し
て
の
堂
々
と
し
た
姿
を
見
せ
、
中
学
生
の
凛
々

し
さ
、
格
好
良
さ
が
光
る
、
と
て
も
良
い
行
事
で
す
。 

    

  

雪
谷
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
、
生
徒
の

自
主
的
な
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
活
動
に

お
い
て
も
、
よ
り
良
い
内
容
で
実
施
す
る
た
め
に
は
経
験

の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。 

昨
年
度
、「
新
入
生
歓
迎
会
を
対
面
で
実
施
し
よ
う
」

と
決
め
た
と
き
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
二
、
三
年
生

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
か
全
校
生
徒
の
前
で
話
を
し
た
体

験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
念
な
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
い
、

本
場
に
臨
み
ま
し
た
が
、
「
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
膝
が
震
え

ま
し
た
」
と
、
当
時
の
三
年
生
が
話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 
そ
れ
で
も
、
本
番
の
堂
々
と
し
た
姿
は
素
晴
ら
し
く
、

中
学
生
の
凛
々
し
さ
に
ほ
れ
ぼ
れ
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
か
ら
一
年
。
毎
月
の
生
徒
会
朝
礼
や
、
役
員
選
挙
、

生
徒
総
会
な
ど
、
全
校
生
徒
の
前
で
、
自
分
の
意
見
を
述

べ
た
り
、
お
願
い
や
連
絡
事
項
を
伝
え
る
体
験
を
重
ね
る

こ
と
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
ま
す
ま
す
堂
々
と
頼
も
し
く

成
長
し
て
く
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

冒
頭
の
解
説
文
は
、
毎
年
生
徒
会
役
員
会
が
作
成
し
て

い
る
「Y

U
K

IG
A

Y
A

 G
U

ID
E

B
O

O
K

」
の
一
部
で
す
が
、 

気
概
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
解
説
文
で
す
。
こ
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
も
年
々
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
内
容
が
豊
か
に
、

レ
イ
ア
ウ
ト
は
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
て
、
毎
年
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
す
。 

 

放
課
後
に
は
部
活
動
説
明
会
も
行
わ
れ
、
各
部
活
動
の

二
、
三
年
生
が
自
分
た
ち
の
部
活
動
の
紹
介
や
、
勧
誘
を

行
い
ま
し
た
。
中
学
校
の
部
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
、

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
説
明
を
聞
い
た
一
年
生
も
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
で
は
、
前
に
出
て
話
を
す
る

人
た
ち
に
注
目
が
行
き
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
教
育
活

動
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
は
、
「
聞
い
て
い
る
人
た
ち
の

姿
勢
」
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

雪
谷
中
学
校
で
は
、
全
校
で
集
会
を
行
う
時
、
私
語
を

し
た
り
、
会
の
進
行
を
妨
げ
て
し
ま
う
人
が
一
人
も
い
ま

せ
ん
。
一
つ
の
場
に
集
ま
っ
た
、
四
百
人
以
上
の
生
徒
が
、

「
今
は
き
ち
ん
と
話
を
聞
く
場
面
だ
」
と
判
断
し
、
協
力

し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
に
出
て
話
を
す
る
人
た
ち

も
、
落
ち
着
い
て
、
堂
々
と
話
が
で
き
る
「
場
」
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
「
場
」
の
成
立
に
協
力
し
、
自
分
も
身
を

置
く
こ
と
は
、
自
分
が
前
に
出
て
話
を
し
な
い
場
合
で
も
、

大
き
な
成
長
の
機
会
に
な
り
ま
す
。 

私
は
、
毎
年
三
年
生
の
面
接
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、 

「
高
校
で
は
○
○
に
挑
戦
し
た
い
」、
と
話
す
三
年
生
を

多
く
見
て
き
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
に
、
友
達
や
先
輩
の

姿
を
前
向
き
な
気
持
ち
で
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、「
自
分

も
あ
ん
な
風
に
活
動
し
て
み
た
い
」
と
い
う
憧
れ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
、
主
体
的
な
活
動
を

大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

雪
中
だ
よ
り 

令
和
五
年 

五
月
一
日 

発
行 

大
田
区
立
雪
谷
中
学
校 

校 

長 
 

柳 
 

歓 
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◎令和５年 ５月～６月の予定（行事予定は変更になる場合があります） 

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事 

５ 

１ 月 全校朝礼 6 ｶｯﾄ専門委員会 

６ 

１ 木  

２ 火 心臓検診(1) ２ 金  

３ 水 憲法記念日 ３ 土 運動会（弁当） 

４ 木 みどりの日 ４ 日  

５ 金 こどもの日 ５ 月 振替休業日 

６ 土  ６ 火 運動会予備日①（弁当） 

７ 日  ７ 水 運動会予備日②（給食） 

８ 月 生徒会朝礼 夏服移行期間開始 ８ 木 都学力調査(2) 6 ｶｯﾄ専門委員会 

９ 火  ９ 金 漢検 

10 水  10 土  

11 木 眼科検診(全) 11 日  

12 金 避難訓練 12 月 生徒会朝礼 避難訓練 

13 土 土曜補習教室① 13 火  

14 日  14 水 都学力調査(1) 小中一貫教育の会 

15 月 全国学力「話すこと」調査(3) 15 木  

16 火 6 ｶｯﾄ運動会係会 16 金 第 1回進路説明会(3) 教育実習終 

17 水 都学力調査(3)  職員会議 17 土 土曜補習教室② 

18 木 歯科検診(1) 体育着登校開始 18 日  

19 金 夏服移行期間終 修学旅行荷物搬送(3) 19 月 全校朝礼 

20 土  20 火  

21 日  21 水 第１回定期考査（国・理・音） 

22 月 修学旅行(3) 夏服開始 22 木 第１回定期考査（英・社・技家） 

23 火 修学旅行(3) 23 金 第１回定期考査（数・体・美） 

24 水 修学旅行(3) 24 土  

25 木 運動会全校練習 25 日 海外派遣面接 

26 金  26 月  

27 土 英検 1次 27 火  

28 日  28 水 職員会議 

29 月 教育実習始 29 木  

30 火  30 金  

31 水 運動会予行 職員会議     

 

〇「大田区教育委員会研究推進協力校」 

 雪谷中学校では、令和 5年度・6年度「大田区教育委員会研究推進 

協力校」として、「主体的対話的で深い学びの実現に向けた生徒用タブ 

レット活用の工夫」をテーマに研究を行います。 

 あたりまえの学習ツールとして、生徒用タブレットが使われるように 

なりました。より良い活用法の研究を通して学力の向上に取り組みます。 


